
公開審査・展示

2024年5月11日[土]9:00-17:30
会場
工学院大学・新宿キャンパス1階アトリウム（東京都新宿区西新宿1-24-2）入場無料

33rd JIA competition of graduating students' work

第33回JIA東京都学生卒業設計コンクール
参加学校
青山製図専門学校　共立女子大学　工学院大学　国士舘大学　駒沢女子大学　実践女子大学
芝浦工業大学　昭和女子大学　多摩美術大学　中央工学校　東京大学　東京藝術大学　東京工業大学
東京電機大学　東京都市大学　東京都立大学　東京理科大学 　東洋大学　日本大学　日本工学院専門学校
日本工学院八王子専門学校　日本女子大学　文化学園大学　法政大学　武蔵野大学　武蔵野美術大学
明星大学　早稲田大学

主催 公益社団法人日本建築家協会 関東甲信越支部
学生デザイン実行委員会

共催 工学院大学
後援 東京都 エクスナレッジ 近代建築社 ＫＪ

建築画報社 建築ジャーナル 彰国社 新建築社
協賛 総合資格／総合資格学院

応募作品　公開サイト
https://jiatokyodesign.com
※今年度出展作品は5/8頃公開予定

問い合わせ先 
公益社団法人日本建築家協会関東甲信越支部　事務局/氏原

東京都渋谷区神宮前2-3-18 J IA館 Tel. 03-3408-8291Fax 03-3408-8294
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鵜原漁港

敷地：千葉県勝浦市鵜原漁港 -特異的地形-

調査：小規模漁港の生活風景 -可変的風景-

リアス海岸に点在する小規模漁港。入江にある漁港では
人々の繋がりが強く、地形を生かした生活が残る。

ここでの生活は各漁師の活動エリア・都心からの釣り人
地形を生かした産業・潮の満ち引きを常に変化がある。

考察：来世まで風景を保存していくために
・この場所にしかない風景を他者に共有できていない。
・“あたりまえ” を “とくべつ” に再定義する

コンセプト図

水揚げ場A

作業場・直売所F

船整備場D

展望台C

漁港事務所B

漁師小屋E

出航した船の帰りを待つ

産業のフローを見守る

様々な角度から海を眺める

ダイビング施設も活用可能

船の風景を保存する

現地の住民も訪れる

まちの集会所としても機能する

リアス海岸を五感で感じる

漁港のキッチン

水揚げ、燃料、漁港全体を管理する

活動がボートスロープに広がる

ルート化

アウトライン化

提案：ルート化 → アウトライン化

1. 飛び出す 3. 降る2. えぐる 4. のぼる

-各エリアの特徴の決定-

・地形によって分断されてしまっている漁港を海岸線に沿ってつなぎ合わせる。

・行き来がしづらくなっていた漁港を “つなぐ”
・ルート上で生活者と来訪者のエリアを “つなぐ”

↓
-来訪者のエリア
-生活者のエリア

ルートを海岸線に沿わせる

ルートに上記の操作を加える
アウトライン化を行う。
用途は地形とアウトラインの
関係性から決めていく。

1. 飛び出す
2. え ぐ る
3. 降 る

4. の ぼ る

操 作 用 途
船・作業場

眺望

居場所
海

-
-

-

-

景 趣 の 架 構
- 地 形 的 特 異 点 に お け る 可 変 的 風 景 の 保 存 -

生活者

来訪者生活のための機能
観光のための機能保存の架構

速度を持つ社会。情報化が進み、流れの速さが急激に増している。

世界は情報で溢れ、拡散したり、消えたり、残ったりする。

私たちにまつわるすべては、始めや終わりなどなく、

どこからともなくやってきて、また何かに繋がっていく。

その途中、軌跡として可視化されたものだけが視覚情報として知覚でき、

移動の流れの一部に触れ、時間の連続性を俯瞰する。

人の動き、道を繋ぐ階段、垂直に伸びるエレベーターの箱、連続するアーチ、柱の影、全ては「軌跡」である。

そこにさらなる人の移動や滞在という行為が時間軸と共に積層していき、この立体的な広場は色を変えていく。

ひとつ、あるいは複数の空間を描き出す線なのである。

世界は線でできている。
私たちにまつわる全ては、始めや終わりなどなく、どこからともなくやってきて、また何かに繋がっていく。 
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※2024年5月12日[日]9：00‐12：00(展示)


